
 

丂
月
十
六
日
に
「
花
咲
く
里
山
朝
日
支

部
委
員
会
」
が
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
、
温
海
支
部
を
中
心
に
取
組
ま
れ
た

同
事
業
を
朝
日
支
部
で
も
、
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
六
十
里
越
街
道
保
全
活
動
に

取
組
ん
で
い
る
ア
ル
ゴ
デ
ィ
ア
研
究
会
、

地
元
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
取
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

組
織
化
に
先
だ
っ
て
六
月
十
八
日
に
は
、

第
一
弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
地
元
大
網

保
育
園
の
園
児
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

四
十
人
近
く
協
力
し
て
下
さ
り
、
道
の
駅

「
月
山
」
の
国
道
１
１
２
号
線
沿
線
の
花

壇
に
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ベ
ゴ
ニ
ア
の

花
を
植
え
ま
し
た
。
県
内
外
の
旅
人
の
心

を
癒
す
活
動
と
し
て
関
係
者
よ
り
感
謝
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

第
二
弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
地

滑
り
被
害
の
丂
五
三
掛
（
し
め
か
け
）
地

内
に
あ
る
十
王
峠
へ
の
植
林
活
動
を
行
い

ま
す
。
近
く
に
は
商
工
会
が
平
成
十
四
年

度
か
ら
取
組
ん
で
い
る
六
十
里
越
街
道
が

通
っ
て
お
り
、
結
界
に
あ
た
る
「
十
王
峠
」

は
霊
峰
月
山
が
一
望
に
見
渡
せ
る
絶
景
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
春
に
は
、
景
観
を
妨
げ
て
い
た

雑
木
を
伐
採
し
て
お
り
、
今
回
の
花
咲
く

里
山
整
備
事
業
で
「
山
桜
」
を
植
林
し
よ

う
と
い
う
声
が
支
部
会
員
か
ら
上
が
っ
て

い
ま
す
。
名
所
に
な
る
の
は
、
数
十
年
後

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
後
世
の

方
々
に
必
ず
や
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
は
ず

で
す
。 

地
域
貢
献
を
掲
げ
た
花
咲
く
里
山
整
備

事
業
の
ね
ら
い
に
ピ
ッ
タ
リ
の
場
所
で
あ

り
、
一
緒
に
取
組
む
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
共
に
、
早
春
の
月
山
に
映
え
る
満
開

の
山
桜
に
夢
を
馳
せ
て
お
り
ま
す
。 

（
朝
日
支
所 

安
達
） 

          

  

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
厳
し

さ
が
続
く
最
中
、
地
域
経
済
の
活
性
化
・

地
域
振
興
の
為
に
頑
張
っ
て
い
る
住
民
・

事
業
者
・
従
業
員
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ

ん
が
一
同
に
会
し
て
、
情
報
交
換
・
相
互

親
睦
を
深
め
合
い
、
今
後
の
地
域
事
業
活

動
の
糧
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
去
る
丂

月
十
八
日
（
日
）
櫛
引
商
工
会
館
駐
車
場

を
会
場
に
、
櫛
引
観
光
協
会
と
出
羽
商
工

会
櫛
引
支
所
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

『
く
し
び
き
夏
ま
つ
り
』
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

          

ま
つ
り
に
は
、
会
員
に
よ
る
売
店
出
店
、

田
川
建
労
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
包
丁
研
ぎ
』
、

『
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
』
・
『
豚
丸
焼
き
シ

ョ
ー
』
等
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
丂

〇
〇
人
余
の
来
場
者
が
満
喫
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

売
店
出
店
者
も
予
想
以
上
に
売
上
が
伸

び
、
地
域
経
済
活
性
化
の
一
躍
を
担
っ
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

（
櫛
引
支
所 

五
十
嵐
） 

           

7 月 18 日開催くしびき夏まつり 

7 月 18 日開催くしびき夏まつり 

山桜植栽予定・数十年後は山桜の名所に 


